
 

平成２１年１月の解説（府県天気予報） 

 

【１月の天候状況】 

上旬前半の冬型の気圧配置が後半はゆるみ、旬末には本州の太平洋沿岸を低気圧が通過

したので、北・東日本の太平洋側を中心に雪や雨となりました。中旬前半は日本海に停滞

した低気圧の影響で、日本海側では曇りや雨の日が多くなりました。後半から下旬にかけ

ては冬型の気圧配置は長続きせず天気は周期的に変わり、低気圧に向かって暖かい南風が

吹いたために北日本を中心に高温となりました。また月末には本州の太平洋沿岸を通過し

た低気圧の影響で東北地方と関東・甲信地方を中心に大雨となりました。月を通しての日

照時間は東日本の日本海側で平年よりかなり多く、北日本の太平洋側ではかなり少なくな

りました。降水量はほぼ全国的に多く、特に北・東日本の太平洋側で平年よりかなり多く

なり平年の400%を超えた観測地点もありました。気温は北日本で平年よりかなり高くなり、

月平均気温が高い記録を更新して1位になったところがありました。 

 

【１月の検証結果】 

17 時発表の天気予報で「降水の有無」の全国平均の適中率は明日予報が 83％、明後日

予報は 80％で、明日予報と明後日予報ともに例年（注）より 1ポイント高くなりました。地

域毎の適中率では、明日予報は四国地方で例年より7ポイント低くなりましたが、東北、

東海地方では例年より6ポイントと7ポイントそれぞれ高くなりました。明後日予報は四

国と九州北部地方で例年より8ポイントと9ポイントそれぞれ低くなりましたが、東北、

東海、沖縄地方では例年より5ポイント高くなりました。明日の最高気温の予報誤差は北

海道、東海、北陸地方で例年より0.3℃小さく、全国平均では例年より0.1℃小さい1.4℃

でした。また、最低気温の予報誤差は北日本で例年より 0.3℃小さく、全国平均では例年

より0.1℃小さい1.5℃でした。 

   （注）例年値は気象庁ＨＰ（予報精度検証）内「月毎の精度の例年値」を参照してください。 

 

【１月の天気予報から】 

8 日 17 時に発表した明日の天気予報では、9 日の東京地方の天気を「雪 昼過ぎから 雨」と

しました。本州の南海上を低気圧が東北東に進むため、東京地方では 9日午前 0時を過ぎてか



らは降水があると予想しており、寒気が流れ込み夜

間であるため明け方の気温が１度程度に下がって雪

になると考えたからです。 

当日は、予想通り本州の南海上を低気圧が進み

（図 1）、9 日未明から夜遅くまで降水が続きましたが、

明け方に短時間のみぞれとなった以外は雨となりま

した。9 日朝の最低気温を１℃と予想していましたが、

実際には朝 6時に 2.9℃まで下がるに留まり、予想よ

り気温が高かったため、短時間のみぞれで終わりました。 

図１ みぞれで終わった平成 21年
1月 9日 06時の地上天気図 

1 年前の平成 20 年 1 月 23 日には、同じような気

圧配置（図 2）で朝から夜遅くまで降水となりましたが、

この時には最低気温が１.１℃まで下がり、都心部でも

うっすら積もる程度の雪となりました。今回も予想通り

1℃まで気温が下がっていれば、同様に積雪となっ

た可能性があります。 

東京の雪の予報は、本州の南海上を低気圧が通

って降水が見込まれ、かつ気温が低い状態となるこ

とが必要であり、同じ様な気圧配置でも、気温のわず

かな違いで降水形態が雨か雪かに変わるという点で難しさがあります。現在の予報技術では、半

日あるいは１日程度先の気温を1、２℃の精度で予報することは難しい場合も多いのですが、雨と

雪の判別などより的確な予報が発表できるよう、今後も取り組んでまいります。 

図 2 積雪となった平成 20年
1月 23日 09時の地上天気図 

 

【３月の天気予報の利用にあたって】 

 3 月になると日本付近を低気圧が発達しながら通過して強風が吹くことがあります。と

きには強風や突風のために交通障害や停電が発生し、さらには家屋が壊れ、けが人が出る

こともあります。また、雪の多い地方では強い南風で気温が上昇することで雪融けが進み

雪崩が発生し易くなり、海上では波が高くなります。低気圧が発達しながら通過するとい

った内容の予報が発表されたときには、災害を未然に防ぐために、地元の気象台が発表す

る警報や注意報などの最新の気象情報にご注意下さい。 


